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ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容が最新でない
場合があります。製品のご検討およびご採用に際しては、必ず最新の英文デー
タシートをご確認ください。
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LM2852
2A 500/1500kHz SIMPLE SWITCHER®同期整流降圧型レギュレータ

SIMPLE SWITCHER®はナショナル セミコンダクターの登録商標です。

概要

LM2852 SIMPLE SWITCHER®同期整流降圧型レギュレータ
は、最大 2Aの負荷を駆動可能で優れたライン・レギュレーショ
ンおよびロード・レギュレーション特性を備えた高周波降圧型ス
イッチング電圧レギュレータです。  LM2852は 2.85V～ 5.5Vの
範囲の入力電圧に対応し、製造時に 100mV単位で設定可能
な 0.8V～ 3.3Vの範囲の出力電圧を供給します。LM2852で
は、500kHz (LM2852Y)または 1.5MHz (LM2852X)の 2種類
のスイッチング周波数を選択できます。 タイプ 3の位相補償回路
を内蔵しているため、外付け部品点数を少なくできることも特長
です。 LM2852ではパッド露出型の TSSOP-14パッケージを採用
したことにより、放熱特性が向上しています。

特長

■ 2.85V～ 5.5Vの入力電圧範囲

■ 製造時に EEPROMにより0.8Vから 3.3Vまで 100mV単位
で設定した出力電圧

■ 2Aの最大負荷電流

■ 電圧モード制御

■ タイプ 3の位相補償回路を内蔵

■ 500kHzまたは 1.5MHzのスイッチング周波数 

■ 10μAの低スタンバイ電流

■ オン抵抗 60mΩのMOSFETスイッチ内蔵

■ 標準の電圧オプションは 0.8/1.0/1.2/1.5/1.8/2.5/3.3V

アプリケーション
■ 低電圧点の負荷レギュレータ

■ FPGA/DSP/ASICコア電源のローカル・ソリューション

■ 広帯域ネットワークや通信のインフラ

■ 携帯用端末

代表的なアプリケーション回路
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52 ピン配置図

ピン説明
AVIN (1ピン ):チップのバイアス入力ピンです。 チップのロジック
回路に電源を供給します。 入力電圧または別個の電源ラインに
接続します。

EN (2ピン ):イネーブル・ピンです。 チップをディスエーブル状態
にする場合は、このピンをグラウンドに接続します。チップをイネー
ブル状態にするには、AVINに接続するか開放状態にしておきま
す。イネーブル・ピンは内部でプルアップされています。

SGND (3ピン ):信号グラウンドです。

SS (4ピン ): ソフトスタート・ピンです。 このピンに小容量のコンデ
ンサを接続して起動時間を調整します。 ソフトスタート容量の範
囲は、1nFから50nFまでの値に制限されています。

NC ( 5、12、13ピン ):未接続です。 これらのピンはアプリケー
ション回路ではグラウンドに接続するか開放状態のままにします。

PVIN (6、7ピン ): 電源入力ピンです。 PVINは入力電圧に接
続します。 この電源電圧は内部パワーPFETのソースに接続され
ます。

SW (8、9ピン ):スイッチ・ピンです。 出力インダクタに接続します。

PGND (10、11ピン ):パワー・グラウンドです。 このピンは内部
グラウンド配線パターンかその他の広いグラウンド配線パターンに
接続します。

SNS (14ピン ):出力電圧検出ピンです。 このピンは負荷のできる
だけ近くで出力電圧配線に接続します。

露出パッド :グラウンドに接続してください。

TOP VIEW

MXA14A
ETSSOP-14
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製品情報

Note: その他の電圧オプションについては代理店にお問い合わせください。
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52 絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

動作定格

電気的特性
「Conditions」欄に特記のない限り、AVIN = PVIN = 5Vを条件としています。 標準字体で記載されたリミット値は TJ＝ 25℃の場合
に限ります。太字で記載されたリミット値は－ 40℃～＋ 125℃の接合部温度 (TJ)範囲にわたって適用されます。 最小リミット値および最
大リミット値は、試験、設計、または統計上の相関関係により保証されています。 代表値 (Typ)は TJ＝ 25℃での最も標準的なパラメー
タ値を表しますが、参考として示す以外の目的はありません。

PVIN、AVIN、EN、SNS － 0.3V～＋ 6.5V

ESD定格 (Note 2) 2kV

定格消費電力 内部制限

保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃

最大接合部温度 150℃

14ピン露出パッド型 TSSOPパッケージ
赤外線 (15秒 )
ベーパ・フェーズ (60秒 )

ハンダ付け (10秒 )

220℃
215℃
260℃

GND基準の PVIN電圧 ＋ 1.5V～＋ 5.5V

GND基準の AVIN電圧 ＋ 2.85V～＋ 5.5V

接合部温度 － 40℃～＋ 125℃
θJA 38℃ /W
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電気的特性 (つづき)

「Conditions」欄に特記のない限り、AVIN = PVIN = 5Vを条件としています。 標準字体で記載されたリミット値は TJ＝ 25℃の場合
に限ります。太字で記載されたリミット値は－ 40℃～＋ 125℃の接合部温度 (TJ)範囲にわたって適用されます。 最小リミット値および最
大リミット値は、試験、設計、または統計上の相関関係により保証されています。 代表値 (Typ)は TJ＝ 25℃での最も標準的なパラメー
タ値を表しますが、参考として示す以外の目的はありません。

Note 1: 「絶対最大定格」とはデバイスに破壊が発生する可能性のあるリミット値をいいます。「動作定格」とはデバイスが正しく機能する条件を示しますが、
特定の性能限界を保証するものではありません。保証される規格および試験条件については、「電気的特性」を参照してください。

Note 2: 人体モデルでは 1.5kΩと100pFが直列接続されます。 SWピンとPVINピンの定格は 1.5kVです。
Note 3: VOUTは非スイッチング状態、閉ループ構成時に SNSピンで測定します。
Note 4: イネーブル・ピンは内部でプルアップされているため、外部からイネーブル電圧を印加しない限り、LM2852は自動的にオンになります。
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Efficiency vs ILoad
VOUT = 1.5V

Efficiency vs ILoad
VOUT = 3.3V

Efficiency vs ILoad
VOUT = 2.5V

Frequency vs Temperature
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LM2852X 代表的な性能特性 (1500kHz)

Efficiency vs ILoad
VOUT = 1.5V

Efficiency vs ILoad
VOUT = 3.3V

Efficiency vs ILoad
VOUT = 2.5V

Frequency vs Temperature
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Shutdown Current vs VIN

NMOS Switch RDSON vs Temperature

Quiescent Current (Non-Switching) vs VIN

PMOS Switch RDSON vs Temperature
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ブロック図

アプリケーション情報
LM2852は、ナショナル セミコンダクターのSIMPLE SWITCHER®

ファミリに属する DC/DC 同期整流降圧型レギュレータです。
PWM コントローラ、パワー・スイッチ、位相補償回路網を集積
することにより、スイッチング電源の構築に必要な部品点数を大
幅に削減しています。 代表的なアプリケーションでは、必要な部
品は入力コンデンサ、ソフトスタート・コンデンサ、出力フィルタ・
コンデンサ、出力フィルタ・インダクタのわずか 4点に過ぎません。

入力コンデンサ (CIN)

降圧型コンバータでは大電流が高速でスイッチングするため、電
圧供給源 PVIN には大きな負担がかかります。 スイッチング・レ
ギュレータが電源から一度に大量の電流を流す必要があると、入
力コンデンサ CINから追加の電流が放出されます。 このため、コ
ンデンサ CINを選定する場合は、CINの RMS 電流定格と電圧
定格が重要になります。 RMS 電流の規格値の概略値は、次式
で求めることができます。

Dはデューティ・サイクル (VOUT/VIN)です。 CINは、電源をフィ
ルタリングする役割も果たします。 入力コンデンサの効果は配線
抵抗とインダクタンスによって減少するため、CIN はレイアウト上で
PVINのすぐ近くに配置してください。 CINの値としては、通常は
22μFまたは 47μFのセラミック・コンデンサで十分です。 高周波
のフィルタリングのため、1μF のセラミック・コンデンサなど、小容
量のコンデンサを追加して大容量のコンデンサと並列に接続でき
ます。

ソフトスタート・コンデンサ (CSS)

エラー・アンプの基準電圧を設定するDACは、抵抗を介して電
流を供給することで基準電圧を設定します。 SNSピン内で200kΩ
の分割抵抗が接続されているため、基準電圧はスイッチング・レ
ギュレータ出力電圧の1/2になります。 基準電圧ノードに接続され
ているコンデンサは DAC 電流によって充電されるため、スタート
アップ時には、スイッチング・レギュレータの出力電圧が 2対 1の
割合で基準電圧に追従します。 基準電圧ノードには20pFの内部
容量が恒久的に接続されていますが、このノードはソフトスタート
ピンSSにも接続されています。 外部にソフトスタート・コンデンサを

接続すると、出力電圧がその最終レベルに到達するまでの時間
が長くなります。

基準電圧に必要な充電時間は、DACの抵抗とSSピンに接続さ
れているコンデンサによるRC時定数を使用して概算できます。 基
準電圧が最終値の 95%に到達するまでには、3 倍の RC 時定
数時間が必要です。 実際のスタートアップ時間は、DACの抵抗
のばらつきや高次効果のために変動します。

接続するソフトスタート容量がほとんどないかゼロである場合、ス
タートアップ時間は、電流制限電流が出力フィルタ容量を充電す
るのに必要な時間で決定できます。 この場合は、コンデンサ充電
の式 I＝ CΔV/Δtを使用してスタートアップ時間を概算できます。
例えば、出力が 3V、出力容量が 100μF、電流制限のスレッショ
ルドが 3A のデバイスでは、次式からわかるように 100μs の時間
が必要です。

電源が電流制限状態で起動することは望ましくないため、ソフトス
タート容量の充電に基づく制御された方法でLM2852を起動でき
るように、ソフトスタート容量を選択する必要があります。 この例で
は、3msの起動時間が望ましいと考えます。 ソフトスタート・コンデ
ンサを最終的な基準電圧の 95%まで充電するには、時定数の 3
倍の時間が必要です。 したがって、この場合のRC時定数は1ms
になります。 DACの抵抗 Rは 400kΩであるため、Cは 2.5nFと
計算できます。 この結果、2.7nF のセラミック・コンデンサを選択
することで、約 3msのスタートアップ時間を得ることができます。

ソフトスタート・コンデンサ (CSS)と異常時の状態

LM2852の短絡や UVLOなど、さまざまな異常状態が発生する
と、ソフトスタート・コンデンサの制御を目的として設計された内部
回路が作動します。 例えば、短絡電流の電流制限という事態が
発生すると、通常は出力電圧が低電圧に低下します。 この間は
出力に追従するようにソフトスタート電圧が強制的に印加されるた
め、短絡が解消されると、短絡中に出力が到達していた電圧が
何 Vであっても、LM2852は正常に再起動できます。このため、
ソフトスタート・コンデンサの範囲は 1nF から 50nFまでの値に制
限されます。
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補償

LM2852は、集積度の高い電源設計ソリューションを提供します。
LM2852の位相補償回路はタイプ 3で、チップに内蔵されていま
す。 集積化位相補償の利点は、直感的で簡単な電源設計で
す。 出力フィルタ・コンデンサとインダクタの値は制御ループの位相
補償に影響するため、L、C、CESRの値は安定性を確保する目
的で制限されています。

出力フィルタの値

Table 1に、LM2852 の各種の代表的出力電圧でのインダクタと
コンデンサの推奨範囲を示します。 推奨範囲からわずかに外れ
た値も使用できますが、電源の位相マージンは低下する可能性
があります。

TABLE 1.  Output Filter Values
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アプリケーション情報 (つづき)

インダクタンス値の選択

出力フィルタ・インダクタに存在する電流リップル成分は、入力電
圧、出力電圧、スイッチング周波数、インダクタンスから次式に
従って求めることができます。

ΔIL は電流リップル成分のピーク・ツー・ピーク値、D はデュー
ティ・サイクル (VOUT/VIN)、VINは PVINピンに印加される入力
電圧、VOUTはスイッチング・レギュレータの出力電圧、fはスイッ
チング周波数、Lは出力フィルタ・インダクタのインダクタンスを表し
ます。 インダクタを通過するピーク電流は負荷電流とリップル電流
の半分の値との和であるため、電流リップル成分の値を知ること
は重要です。 コイル電流のピーク値が LM2852の電流制限回路
を作動させるのに十分なレベルに到達しないように注意する必要
があります。

例として、5Vから 1.2V への変換と 500kHzのスイッチング周波
数を考えます。 Table 1 によると、15μH のインダクタを使用できま
す。 予想されるリップルのピーク・ツー・ピーク値を次式から求め
ます。

したがって、2A 負荷での最大コイル電流は、2A＋ 60.8 mA＝
2.0608Aとなります。 リップル計算式に示すように、電流リップル成
分はインダクタンスに逆比例します。

出力フィルタ・インダクタ

インダクタンスの値を選択したら、出力フィルタ・インダクタを選択
するときの重要なパラメータは、その飽和電流 (Isat) の規格値に
なります。 通常、Isatは、コイルのインダクタンスがインダクタンス代
表値の一定のパーセント値まで低下するときの電流としてメーカー
から提示されます。 飽和を回避するため、アプリケーション回路に
使用するインダクタの Isatは、予想される最大のコイル電流より大
きい値にしてください。 次の表は、LM2852 のアプリケーション回
路に適合する可能性の高いインダクタを示しています。

TABLE 2.  LM2852 Output Filter Inductors
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出力フィルタ・コンデンサ

LM2852 の出力フィルタに使用できるコンデンサの値と ESR の範
囲は、Table 1に従って制限されます。 次に示すのは、LM2852

のアプリケーション回路で使用できる標準的なコンデンサの例で
す。

TABLE 3.  LM2852 Output Filter Capacitors

分割電源動作

LM2852には、AVINとPVINに 2つの独立した電圧を使用して
電源を供給できます。 AVIN は制御ロジック用の電源であり、
PVINはパワーFET用の電源です。 出力フィルタの部品は、PVIN

の値に基づいて選択する必要があります。 PVINのレベルが3.3V
を下回る場合、出力フィルタ部品の値は 3.3Vの推奨値を使用し
てください。 PVINの値は常に AVIN以下の値にする必要があり
ます。

スイッチ・ノード保護回路

LM2852は、スイッチ・ピンの電圧を監視する保護回路を内蔵し
ています。 一定の条件下では、スイッチング・デバイスを保護する
ためにスイッチング動作がオフになります。 保護回路の作動状態
の 1 つは、出力負荷が無負荷または軽負荷の状態で LM2852
に電源を投入すると観測できます。 

出力は定格電圧で安定化しますが、スイッチングは観測できませ
ん。 出力に負荷がかかると、LM2852 はすぐに通常のスイッチン
グ動作を開始します。
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レイアウトのヒント

以下は、LM2852のアプリケーション回路用プリント基板レイアウト
を設計するときのガイドラインです。

1. 入力バルク・コンデンサ CINは PVINピンのすぐ近くに配置し
て、コンデンサとピン間の抵抗ができるだけ小さくなるようにしま
す。 この接点には高いレベルの電流が流れます。

2. すべてのグラウンド接点を接続する必要があります。全面パ
ターンの裏面などの幅広いグラウンド・パターンを使用して、す
べてのグラウンド接点間の抵抗ができるだけ小さくなるようにし
ます。

3. 負荷端での電圧が予想されるレギュレートされた値になるよう
に、検出ピンはできるだけ負荷の近くに接続します。 検出線の

配線が EMIの高いノード (スイッチ・ノードなど )に近すぎない
ようにして、干渉を最小限に抑えます。

4. スイッチ・ノードの接点抵抗を小さくして、電力損失を低減して
ください。 抵抗を小さくするとは、スイッチ・ピンとインダクタ間の
配線を広くするという意味です。 ただし、面積を広くするとEMI
が増加するため、スイッチ・ノードの面積はあまり広くならないよ
うにしてください。 したがって、インダクタからスイッチ・ピンまで
は短く幅の広い配線で接続します。 PVINや VOUTなど、アプ
リケーション回路内のその他の大電流接点でも、低抵抗とEMI
との間に同じ兼ね合いがあることが前提になります。

5. チップの裏面を全面露出型ダイ・アタッチ・パッドにハンダ付け
することでグラウンドに接続し、放熱性能と電気的性能を向上
できます。

LM2852 回路例
1

Bill of Materials for 500kHz (LM2852Y) 3.3VIN to 1.8 VOUT Conversion

* COについて「タンタル・コンデンサ以外」をご希望の場合は、AVX社製の 100μFコンデンサ、NOSC107M004R0150を使用してください。

Bill of Materials for 1500kHz (LM2852X) 3.3V to 1.8V Conversion 

FIGURE １.
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2007 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。
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